
第１８２回例会

～森と海の真鶴半島～
日 時：２０１５年７月２０日（月）   天候：快晴    １７５００歩  約１３ｋｍ

集 合：ＪＲ東海道線真鶴駅 ９時４５分 １０時出発

コース：→真鶴駅→荒井城址公園→お林展望公園（中川一政アトリエ）→森林浴遊歩道→番場浦遊歩道→潮騒遊歩道→

真鶴岬→三ツ石海岸→ケープ真鶴→お休遊歩道→森林浴遊歩道→琴ケ浜→貴船神社→真鶴港→真鶴駅（解散）

参加者：常盤（L） 高橋文（SL） 餐場（SL） 班長：１班＝吉越 ２班＝平嶋 ３班＝仲 ４班＝熊坂 ５班＝河野 ６班＝福士

計６２名（会員５０名/一般１２名）

“半島は燃えていた”・・・この日の真鶴半島は風もなく猛暑に包まれました。過去に何回か訪れていますが、真夏に来たの

は今回が初めてになります。本日の参加者は本年最多の６２名という大人数、静かな駅前も時ならぬ人の波に地元の人もび

っくりです。「ケープ真鶴」までの遊歩道からは、目の前には初島と伊豆半島が望め、さらにその先には伊豆大島が霞んでい

ましたが、この日は海の日と夏休みということで、岩場は家族連れや若いカップルで溢れていました。そんな中を“正装”で歩

く我々は奇異の目で見られているようでした。あまりの暑さに最後は体調を崩す人も出ましたが、全員無事に真鶴駅に戻るこ

とが出来ました。                                               ＜フォトレポート 小島＞

＜ケープ真鶴からは正面に初島と伊豆半島が望める。海はベタ凪、風もなく暑い日差しが降り注ぎます＞



朝の真鶴駅。大人数で日陰も満員状態です。          班分けも終わり、全員揃ったところで出発します。

静かな路地をぞろぞろと・・・                     いきなり上り！ここから荒井城址公園に入ります。

   まずは佐藤伊さんのストレッチで。              常盤 L からコースの説明です。右は餐場ＳＬ。

    

各班長の紹介と一般参加者の自己紹介。とにかく人数が多くて大変です。



    

一般参加の皆さんです。この中から新たな会員が増えることを期待したいですね。

高橋ＳＬ含め本日の世話役の３人です。             さあここからが本番。ウォークスタートです。

抜けるような青空の下、長い列が続きます。          伊豆半島も霞んで。 ♪伊豆の山～山・・・（古！）

  

                          木陰で小休止。水分補給が大切です。



お林展望公園に到着。ここには中川一政のアトリエ（復元）があります。

目の前にはパークゴルフ場もありました。             南国風の風景が広がる中、展望台に向かいます。

  

                  正面には初島が。望遠で撮ると島の建物までハッキリ見えます。

       



   ここにいる人だけの集合写真。写っていない人は何処に？ まさか崖から海に・・・

公園を出て真鶴岬へ向かいます。    紛らわしいですが別の建物です。     こちらが美術館になっています。

  

  海岸に出ました。まさにタイトル通り“森と海の真鶴半島”です。前方には真鶴岬と三ツ石が見えてきました。



三ツ石をバックに集合写真。皆さんには暑さと日焼けが気になる中、頑張って並んでもらいました。

↑ケープ真鶴の無料休憩所でランチタイムです↓



眼下には真鶴岬と三ツ石が見下せます。今日は先端まで行けないようです。

食後は班ごとに人数を確認・・・まだ食べている人はいないでしょうね！

  

ここからは車道に沿って下りますが木陰で助かります。     ここからは海岸沿いです。水着の女性が目の保養に！



何だか傍を通るのも気が引けそうな海岸の遊歩道。      琴ケ浜は岩場の海岸。上と下から焼かれます。

    

貴船神社に到着。この階段上るの？             厄除厄抜門。抱きついてもね～  果たしてくぐれるか？

    

    しとどの窟。頼朝がここに隠れていたそうです。     品川台場礎石の碑。真鶴産の石です。

    

     真鶴港。港では２７日から始まる貴船祭りの準備に追われています。近くで見ると豪華な装飾ですね。



長閑な港の風景。ここまで来ると水が綺麗ですね。       港から駅への最後の上り坂。もう一息ですよ。

真鶴駅に着きました。皆さん暑い中お疲れ様でした。      吉野会長の締めの挨拶で解散です。

◎とにかく今日は暑さが応えた一日でした。帰り際にな

ってやっと風が出て来ましたが今更遅すぎです！もっと

早く出ていてくれたら疲労度も違っていたでしょう。特に

海岸沿いは強い日差しで、ジリジリと焼け付くようでした。

真夏のウォークは前夜の睡眠と、当日の水分補給に十

分気を付けて楽しく歩きたいものです。

※アフターは駅前の福浦屋にて。

疲れているので早めに終えて帰路に着きました。


